
塗装工学投稿規定

（2023年 1月25日改訂）

1. 投稿原稿
1.1 投稿原稿の種別は、論文、ノート、総説、
技術資料、解説、その他とする。

1.2 原稿は、本投稿規定および「塗装工学執筆
要項」に準じて記述し、所定の原稿表紙を添
付する。

　 　種別には、1．1の分類による掲載希望種別
を記入する。

1.3 投稿された原稿が本会に到着した日を受付
日とする。投稿原稿の受理日は、編集委員会
が掲載可と決定した日とする。

1.4 投稿原稿は、原則として返却しない。
1.5 原稿は、塗装技術一般に関するものとする。
　 　原稿の採否は、編集委員会が決定する。た
だし、営利上の宣伝に関するものは受理しな
い。

2. 投稿資格
　 　論文およびノートの投稿資格は、原則とし
て本協会の正会員（法人およびグループの所
属員を含む）、学生会員および名誉会員とする。
　 　なお、会員以外の連名著者を含むことはさ
しつかえない。

3. 著作権
　 　本誌に掲載された記事等（電子媒体記録物
を含む）の著作権は、本会に属する。

4. 投稿原稿の種別
4.1 論文
　 　論文は、印刷物として未発表であり、塗装
技術に関する内容のもので、編集委員会が指
名した複数の査読者により、新規で価値のあ
る結論もしくは事実を含んでいると認められ
た場合に掲載する。

4.2 ノート
　 　断片的な研究であっても、編集委員会が指
名した複数の査読者により、新しい事実や価
値のあるデータ、実験装置の考案、あるいは
技術的に価値のある提案、考察、意見を含ん

でいると認められたものについては、ノート
として掲載する。
4.3 総説
　 　公表された論文などの引用に基づいて総合
的に幅広く記述されており、科学的根拠があ
ると編集委員会が認めた場合に掲載する。
4.4 技術資料
　 　種々のデータ、結論、事実などについて記
述されており、技術資料としてふさわしいと
編集委員会が認めた場合に掲載する。
4.5 解説
　 　特定の主題について、公表された論文、印
刷物を引用して、その内容が広範な読者に理
解できるように記述したもので、編集委員会
が解説としてふさわしいと判断した場合に掲
載する。主題は、原則として技術的な事項以
外とする。
4.6 その他の掲載記事に関する規定
　 　塗装技術および本協会活動に関する内容で、
本協会関係行事活動状況報告、海外の学会、
研修会、視察などの参加記事、および随筆的
記事等、会員に対して有用な内容であると編
集委員会が認めた場合に掲載する。
5. 原稿の審査・再提出
5.1 編集委員会は、投稿原稿について審査した
結果、訂正を求めることがある。

5.2 訂正を求められた原稿は、なるべく早く再
提出する。返送の日から 2 ヶ月以内に再提出
しない場合には、投稿の意志がないものとし
て処理することがある。

6. 掲載種別の変更
　 　編集委員会の判断により、掲載種別を変更
することがある。
7. 著者校正
　 　著者校正は、 1 回行う。この際、印刷上の
誤り以外の字句の修正・加除は原則として認
めない。校正は校正原稿受け取り後 5 日以



内に返送することとする。期限に遅れた場合
には、事務局の校正をもって校了とすること
がある。

8. 会誌発行後の訂正
8.1 印刷上の誤りについては、著者の申し出が
あった場合に訂正する。

8.2 印刷上の誤り以外の訂正、加除などは、原
則として行わない。ただし、著者の申し出に
より、編集委員会が適当と認めた場合に限り
掲載する。

9. 別刷り
　別刷りを希望する場合は、著者校正時に申し
込むこと。ただし、実費を申し受ける。PDF

ファイルについても、希望があれば有償で提供
する。
10. カラー図表の当協会ホームページへの掲載
　 　読者の理解を助けるため、本文内の図表
（写真を含む）をカラー図表として当協会
ホームページへ掲載することが望ましいと編
集委員会が判断した場合、著者に対してカ
ラー図表の提出を求めることがある。ホーム
ページへの掲載費用は、当協会で負担する。



1. 原稿の種別
　 　原稿の種別ごとの構成については、「原稿
種別による一覧表」を参照し、執筆する。

1.1 論文
　 　本文は、刷り上がりページ数は特に定めな
い。英文で投稿することもできる。

1.1.1 和文要旨・英文要旨
　 　報告内容の概要を400字以内で示した和文
要旨、ならびに200語以内で示した英文要旨
をそれぞれ添付する。

1.1.2 本文
　 　本文は、緒言、理論、実験、結果、考察、
結論の項目にまとめて書くことが望ましい。

1.1.3 キーワード
　 　和文・英文要旨に続けて、キーワード（日
本語および英語それぞれ 5 項目以内）を指定
する。

1.2 ノート
　 　本文は、原則として刷り上がり 6 ページ以
内（図表を含む）とする。英文で投稿するこ
ともできる。

1.2.1 和文要旨・英文要旨
　 　報告内容の概要を200字以内で示した和文
要旨、ならびに100語以内で示した英文要旨
をそれぞれ添付する。

1.2.2 本文
　 　本文は、緒言、理論、実験、結果、考察、
結論の項目にまとめて書くことが望ましい。
ただし、このうち、必要のないものは省略し
てもよい。

1.2.3 キーワード
　 　和文・英文要旨に続けて、キーワード（日
本語および英語それぞれ 5 項目以内）を指定
する。

1.3 総説
　 　本文は、原則として刷り上がり12ページ以
内（図表を含む）とする。

1.3.1 英文要旨
　 　200語以内でその報告内容の概要を示した
英文要旨を添付することが望ましい。
1.3.2 本文
　 　本文は、特に形式は問わないが、簡潔に書
くことが望ましい。
1.3.3 キーワード
　 　英文要旨に続けて、キーワード（日本語お
よび英語それぞれ 5 項目以内）を指定する。

1.4 技術資料
　 　本文は、原則として刷り上がり 8 ページ以
内（図表を含む）とする。
1.4.1 英文要旨
　 　200語以内でその報告内容の概要を示した
英文要旨を添付することが望ましい。
1.4.2 本文
　 　本文は、特に形式は問わないが、簡潔に書
くことが望ましい。
1.4.3 キーワード
　 　英文要旨に続けて、キーワード（日本語お
よび英語それぞれ 5 項目以内）を指定する。

1.5 解説
　 　本文は、原則として刷り上がり 8 ページ以
内（図表を含む）とする。本文は、特に形式
は問わないが、簡潔に書くことが望ましい。
1.6 その他の掲載記事
　 　本文は、原則として刷り上がり 2 ページ以
内（図表を含む）とする。本文は、特に形式
は問わないが、簡潔に書くことが望ましい。
2. 原稿の書式
2.1 原稿の体裁
① 原稿は、当協会が用意したテンプレートを使
用し、文書ファイルとして作成する。
② 上記とは別に、図表（写真を含む）のみの電
子ファイルを作成して、文書ファイルととも
に提出する。なお、図表を文書ファイル中に
貼り付けてもよいが、その場合でも、図表の
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みの電子ファイルを別途提出する。
③ カラー図表を当協会ホームページへ掲載する
場合は、印刷用の図表とは別に、カラー図表
の画像データを提出する。

2.2 表紙・本文
①原稿にページを記入する。
② 原稿の表紙には、題名、英文題名、執筆者氏
名、ローマ字氏名、勤務先、所在地、電話、
FAX、E-mail、連絡者氏名、連絡先を書く。

③ ローマ字氏名は、ヘボン式とし、姓、名の順
に表記する（姓はすべて大文字、名は最初の
１文字のみ大文字）。

④ 章、節、項は3．3．1のようにポイントシステ
ムで表す。

⑤新しい段落の初めは、一字分あける。
⑥ 漢字は、常用漢字を使用し、かなはひらがな
を用いる。ただし、カタカナ書きが一般的な
語句は、カタカナ書きとする。

⑦ 使用する述語は、原則として、文部科学省編
「学術用語集」、JIS等に従う。特殊な用語は、
できるだけ文中または文末等で解説して用い
る。

⑧ 単位、記号の表記は、原則として JIS Z 8202

に準拠する。
⑨ 商品名の記載は、初出時のみとし、それ以降
は適切な語句に置き換えて表現する。

2.3 図表
① 図表は、原則として 1 枚の用紙には 1 つだけ
書く。

② グラフは、フレーム形式（座標軸で四方を囲
む形式）を標準とする。

③ 図表の説明は、できるだけ図表だけでも内容
がわかるように書く。図のタイトルは、図の
下側に、表のタイトルは表の上側に書く。写
真および本文中に記載できない式は、図に分

類する。
④ コンピュータ等による作図でトレース不要の
場合、図および図中の文字の大きさは、塗装
工学の最近号を参考に、仕上がり寸法の 2 倍
程度の大きさに作図する。
⑤ 図表の挿入位置は、文書ファイル中に指示す
る。
2.4 引用文献
① 文献の引用は、引用箇所の肩に1）、2）など
のように付け、文献を本文末にまとめて書く。
② 文献は、雑誌の場合、著者名：雑誌名、巻
［号］、ページ（発行年）の順に書く。
　 　単行本の場合、著者名：書籍名、ページ、
出版社名（発行年）の順に書く。日本人の著
者名は姓名（フルネーム）を書く。巻数はゴ
シック（又は波線のアンダーライン）、欧文
誌名はイタリック（又はアンダーライン）で
書く。ウェブサイトを参照した場合は、ウェ
ブページの題目、ウェブサイトの名称、ウェ
ブページのアドレス、参照日を書く。

例） 引用文献
1）藤井泰弘：塗装工学，20［7］，306（1985）
2） B. Marold, W．Funke : Prog. Org. Coatings, 

23, 287 （1994）
3） 中道敏彦：塗料の流動と塗膜形成，p.54，
技報堂出版（1995）

4）特開 2002148197

5） 柴原孝子，岩田顕範，原田昭夫：第23回
塗料・塗装研究発表会 講演予稿集，p.59 

（2008）
6） “「塗装工学」タイトルサービス”日本塗装
技術協会 http://jcot.or.jp/tosokogaku.html 

（参照 2022-05-26）．





別刷申込について

別刷ご希望の方は下記の申し込み用紙にご記入のうえお申し込み下さい。
PDFファイルご希望の場合は、CDにてお送りします。

〒164‒0014　東京都中野区南台3‒44‒7‒101

株式会社　リョーワ印刷内
日本塗装技術協会「塗装工学」編集係
TEL.03‒6382‒4667　FAX. 03‒6382‒4668

E-mail：journal@jcot.or.jp

ページ数に関わらず部数での価格とする。最低申込部数を50部とする。
別途、事務手数料5,000円と送料（実費）を申し受ける。

50部：22,000円 300部：66,000円

100部：38,500円 400部：74,800円

200部：52,800円 500部：82,500円

CD 1枚：5,500円

（送料・事務手数料別途）

［別　刷　申　込　書］
日本塗技術協会　御中

　「塗装工学」 執筆者名：

 原稿題目：

　　　　　　　別刷　　　部　・　CD　　　枚　を注文いたします。

　支払い方法：　◯　社費　　◯　公費　　○　私費

　　　　　　　見積書　　通　　　納品書　　通　　　請求書　　通

　送り先：〒

　氏　名：

塗装工学別刷料金表



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




